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SD-Bridge工法（特許取得済）は、壁高欄や地覆の目地

構造を耐食性の高いステンレス鉄筋を用いて簡略化し、壁

高欄や地覆の施工性と耐久性の向上を実現する工法です。

目地部を鉄筋で構造的に連結しているため、橋梁上部工の

安全裕度の確保にも寄与します。  

ＳＤ－Ｂｒｉｄｇｅ工法とは？ 

ｽﾃﾝﾚｽ鉄筋(配力筋)
目地棒ｽﾃﾝﾚｽ鉄筋(断面欠損用)

底版

目地部で鉄筋を切らずに連結するため、橋梁上部工の安全裕度が確保されます。

また、目地構造の簡略化により、施工性と経済性が向上します。   

壁高欄の補修状況 

ＳＤ－Ｂｒｉｄｇｅ工法の基本概念 

ステンレス鉄筋の規格および規準 

1) 壁高欄の誘発目地部

において、配力筋を

ステンレス鉄筋を介

して構造的に連結 

2) 誘発目地部の断面欠

損材としてステンレ

ス鉄筋を活用 

 

目地の構造の簡略化と構

造的な一体化の実現 

 

ＪＩＳ Ｇ ４３２２ 土木学会設計・施工指針 

JC-tech 日本コンクリート技術株式会社 

ステンレス鉄筋は

通常の鉄筋と同じ

方法で加工・組立

ができます。 

ステンレス鉄筋と

通常の鉄筋との異

種金属接触による

腐食の問題は生じ

ないことを確認し

ています。 
道路橋示方書(2012) 



ＳＤ－Ｂｒｉｄｇｅ工法の適用事例 

ＳＤ－Ｂｒｉｄｇｅ工法の開発会社 

日本コンクリート技術（株）、北沢建設（株）、日本車輌製造（株）、 

日立造船（株）、三菱重工鉄構エンジニアリング（株）、愛知製鋼（株） 

目地の構造 

目地材 

(断面欠損用) 

ステンレス鉄筋 

ステンレス鉄筋 

日本コンクリート技術株式会社   〒130-0026 東京都墨田区両国4-38-1 TSビル5階 

TEL 03-5669-6651 FAX 03-3632-2970 WEB http://www.jc-tech.co.jp/ 

～ＳＤＰフォームによる壁高欄の急速施工～ 極細径ステンレス鉄筋使用 

ＳＤＰフォームは、極細径（D4等）のステンレス異形棒鋼を補強材とした高耐久性ＰＣａ埋

設型枠（NETIS TH-120024-A）です。型枠の脱型作業が不要なことに加え、薄肉軽量部材の

ため壁高欄の施工において省力化ならびに安全性の向上による急速施工が可能となります。 


